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1緒 雷

.前 回に発表 した 研究に おいて①,我 々は・8CGの

注射部位に生ずる膿瘍潰瘍 は生物学的 には1箇 ユ箇のB

CG菌 体に因る ものでな く,菌 体が集団 と して生体 に対

して惹起す るいわば偶発現象であること,又 膿瘍潰瘍等

の局所変化はBCGに 因 る免疫効果 あるいは ツペル クリ

ン。アレルギー(以下 「ッ 。ア」と賂す)に 直接関係すう

ものでな も それ等を直接左右す るものは厳密の意味 に
む む

おける菌量であるとの結論 に達せ ざるを得 なかつた。

今回は以上の結論が妥 当であるか ど うか を生体側 を主

として検べて見た◎そのため同 じ8CG菌 液 を場所を変

えあるいは接種方法を変えて動物 に注射 し「ツ ・ア」,局

所変化及び免疫効果 を追及 した。柳 か興昧あ る威績が得

られた◎
雷

∬ 実験材料 及び実験方法

供使 したBCG株 はP戚e㍑ 株 のSa瓢 鱒 培地培養

2週問 目の もの,そ の由来は前報①に記載 した。叉使 用

した有毒人型結核菌は永 く伝研 に保存 され ていた 馬 株

である。

BCGの 菌液 は,前 回同様① ガラス玉 を入れた コルペ

ンを以てす る振醗法 と超晋波 を並用 した◎菌液は製造直

後直ちに動物に接種 した。感染に使 用 した有毒結 核菌の

菌液は鵯璃乳鉢手摺 法によつてつ くつ た。

実験動物は体重350～4009の 海狸 である¢

まず動物を数群 に分け,BCG菌 液 の一定量 を各 ζ皮

下・皮内,静 脈,腹 腔及び腋窩組織 内に ユ回だけ接種 し

て経過を観察記載 した。記載方法は前回の通 り①。

今回の実験 に当つ て腋窩組織 内を一つの注射部位 と し

て選んだのはシ同 じ皮 ドで も,腹 部皮下の ように皮下結

締織が密なところ と,腋 窩の ように疎の ところでは注射

されたBCG菌 体 の集合の度合 に及ぼす生体側か らの影

響が異 り,従 つて,局 所変化 に差がで るだ ろ うと考えた

からである。

皿 実 験A

実 験 方 法

60匹 の海狭を5群 に分ち,8ρG1磁9を 各i群別 に右

側腹部皮 ド,右 側腹部皮内,右 側腋窩内,腹 腔及び静脈

内に接種 した。注射液量 は皮下の場合 のみ α2co,他 傭

全部α5ceと した。接極後約8ケ 月 闘注射局所変化,「 ッ

・ア」 を追 及記載 し,つ いで生存動物全部 に,12匹 の対

照と共に,人 型有毒菌H鷺 殊0.05蹴9を 皮下 に接種,感

染陵57日 目に全 部の動物 を剖検 した◎

第1表 接種部位 による局所

変化発生状況比較 表
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i実験 成 績

1)局 所変化:第1表 が その成績 である。特 に注 目す

べきは皮下接種群 は全部膿瘍 を生 じ,中 大半が潰瘍 に移

行したが,腋 窩群は数例が一過性の極 めて軽度 の淋巴腺

腫脹を呈 したのみで,膿 瘍潰瘍が全然認め られ なかつた

ことである◎之 は実際問題 として 屯興 殊iが深 い。皮 内群

は動物全部が膿瘍を形成 したが,皮 下群に比 べると極め

て小さく膿萢程度で,結 局浅在性の潰瘍 に移行 したが短

時日に治癒 した。静脈群腹腔 群には局所変化は認 められ

なかつた。

2)「 ツ ・ア」の消長:第2～6表 が その成績 である◎

長下群においては「ツ ・ア」の出現が緩慢 で弱 く,遅 れ て

徳期に達 し徐 々に消失 する傾向があ る。皮内群において

は出現が早 く強 く,皮 下群 よ り早 く極 期に逮 し早 く消失

†る傾向が認め られ る◎腋窩群,腹 腔群及 び静脈群では

前2群 に比べて出現早 く,強 く早 く極期に達 ししか も長

く継続 する傾向が見 られ る。

以上 の実験から見 ると,BCG接 種局所 の膿瘍潰瘍が

直接rツ ・ア」の強弱 に関係 しているとは見られ ない鋤

3)免 疫効果:局 所変化及び 「ツ 。ア」の観察期内が長

かつたために,そ の聞 に動物の幾死 した ものがあつて,

実験群相互 の比較はできないが,全 体 として見ればBC

G接 種後8ケ 月を経過 して も繋動物は結核 に対 しかな り

の抵 抗 を示 してい る"第7表 及 び第1図 が その成績であ

る。

聾 実 験 猛

実 験 方 法

36匹 の海猿 を3群 に分ち,BCGO・1mgを 群別 に皮

F,皮 内及び腋窩内 に接 種,笑 験Aと 同様 な観察 を した◇

～5一
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第7表 動物解 剖所見 比較表(そ の1)
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第1図 動物解剖所見比較図(そ の1)
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第9表
局所変 化及びrツ ・ア」の観察期間1ま10週ガ『
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下 に感染,感 染後57日 目 に全部 を剖検

した心

実 験 成 績

第8袋 接種部位 による局所変化発生

状況比較表(そ の2)
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第12表 動物解 割所見比較表(そ の2)
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1)局 所変化:第8表 。本実験 に隷 ・てはBCGの 鍍

種量が少いために局所変化は実験Aに 比べて軽 度である

が,そ れが出現 して来 る一一般的傾向は実験Aの 場合 と全

く同じである◎又本笑験 において も腋窩群が全然局所変

化を呈 しなかつたことは注 目に値す ると思 う¢

2)「 ツ 。ア」の消長:第9～11表g本 実験ii群は笑験A

に比べると「ツ ・ア」弱 く,実 験Aの 場合の よ5な 傾向が

明らかに認め られ ないが,皮 内群 は他の実験 群に比べて

「ツ。ア」がやや早 めに出現す るようである。その他 「ツ

。ア」の強弱 と局所変化の関係は実験Aの 場合 と大差が

ない。

1

3)免 疫効果=第12表 及び第2図 。各実験群 とも対

照群 に比べ ると免疫 を獲得 していることが明 ら か に 分

る。叉実験 群相互聞を比較す ると皮 内群がや 蕊劣 るよ う

に見 えるが断定的 な結論は下されない○

v総 括及び者察

以上 の実験を総括的に観察すると・BCGを 接種す る

場 合,同 一製造方法による同一菌液 であつて も 注射方

法或 は注射 局所 に よつ て局所変化の出現の仕方に著 しい

差を呈す ることが歴然 と認め られ る◎特 に注 目すべきは

腹部皮下 に接種 した場 合と腋窩組織 内にi接種 した場 合の

～7一
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驚 くべ き差異である。腋窩組織内 といつ て も要す るに皮

下 であ る。従つ て同 じ皮下で も腹 部皮 ドの よ うに結締織

の密 なところでは注射 されたBGG菌 の拡散が緩慢 なた

めに菌の集 合の度合が高められ,そ の結果 と して膿瘍 を

形皮する。之 に反 し,腋 窩組織 のよ うな結締 織の疎 なと

ころでは菌 の拡散が容易でその集合の度合がひ くめられ

反対の結果 を生ず るもの と考えられ る。 この事実 は我我

が前回の研究 で述べた ところの①iBCGに よる膿瘍潰

瘍の形成 は1箇1箇 の菌体 に よるよ りも,BCG菌 が集

団 として生体 に対 して惹起す るいわば偶 発現 象である」

との結論 を裏書 していると思 うo

文以上の実験成績か ら見れば「ツ ・ア」の強弱 及び免疫

効果 に対 じて,膿 潰瘍な どの局所変化が直接影響 を与 え

てい るとは考 え られ ない。勿論 この笑験 だけか ら断定す

ることはできないと して も,少 くと も,BCGを 接種す

る場合,膿 潰瘍等 の局所変化 が生 じな くとも,そ れ を生

じた場合に匹適す るだけの「ツ ・ア」及 び免庚効果 をあげ

る ことは充分可能 であるといえ よ う。 このことは再 び我

我 を して,前回の報告に述べた如 く,BCGに よる「ツ・ア」

及 び免疫効果は厳密 の意昧におけるBCGの 量 によつて

直接左右 され,接 種部位 の膿潰瘍それ 自体は直接之 に関

与 する ものでない とい うふ5に 考え しめるのであ る。

・ 、1結 論

1)BCGに よる局所変化は接 種部位と極 めて密接 な

関係があ り,同 じ皮下 で も結締織 の密 なところと疎のと

ころでは局所変化 の出現 の仕方 に極 めて顕著な差を呈ナ

る。 この ことは 「生物学的 にはBCGに 因 る膿瘍潰瘍形

成は1箇1箇 のBCG菌 体 に因 る ものでな ぐ菌体が集団.

と して生体に対 して惹起す るいわば偶発現 象である」と

の我 々の考 えを裏舌 きす る。

2)BCG接 種 に因 る免疫効果は接種局所 の変化なく

して充分期待 し得 る。

.(a)本 研究は著者が旧満 洲国立厚生研究所在任当時の

業績 である(昭和19～20年)

① 同著者:BCGの 膿瘍潰瘍形成の機序に関する研

究(結 核27巻,3号,149頁,昭27).

租 主 要 丈 献

1)日 本 学術 振 興 会第 八小 委 員 会 報 告書,昭18年3

月 ・

2)渋 谷 ・堤 ・海 老 名 ・石 川:第19回 日本結核病学

会 演 説要 旨=130頁,昭17・

3)岡 谷 ・足 沢:目 本 内 科 学 会 雑 誌,36巻6暑,

397頁,H召17●

4)高 橋 ・田淵:BCGに 対 す る超 音 波 の作用(未 発

表).
も

5)戸 田 ・島本:日 本 医 学 及 び健 康 保 険,3320号,16

頁,昭18.

6)島 本:医 学雑 誌,14巻,2095頁,昭15.

乳瓢

ガ 聯 物 汐 靴 ぞ銘
貨薄

愈
う'⊂ レ

b亀

◎●

艶纏1'
煮 ⑤

富

、濁r,i¶.

■■

!、

噸・蒙

∂「 ノ

協和醗酵工業株式会歴一
,

-8一


